
光谷室長から年輪年代法の内幸子や計iIIll方法などが説 るにしても、土地開発に対応する，Jiijij湖査を計聞

明され、殿下は興味深〈説明を受けられていた様子 するにしても、まず地下の遺跡を把握する必要が

でした。 あるからです。このために、研究者が、対象とな

(管理課) る土地の上をくまなく歩き回って、特僚的な地形

I第2回平減宮跡ぶらりウオーク開催
や、地表に散った遺物の依片の分布などを捌べる

とか、佳而や掘削工事であらわれた地府を観策す

るといったやり方が行われてきました。

物理機器を用いた地中探査は、こうした従来の

遺跡確認の手法を補い、さらに雄実なものとする

手段として研究がすすめられ、実際に応用される

ようになったものです。探査の結果は発掘湖査地

区を設定したり、発掘のj凹IIUや費用の目安をたて

たりするのに役立ちます。今回の特展では、普通

は目にすることのない、大地比抵抗測定装置、磁

気探査機、地中レーダーなどの遺跡探査機協の築

物を展示、その作動原理を解説するとともに、写

真やパネルやグラフを用いて様々な遺跡への実際

の応用例を展示します。地中探査技術と考古学の

解鋭ボランティアから説明を畳付る害加者 かかわりに、いささ培、でも興味と関心とをもって

4H 15日 (日)奈文研主催で、平域宮跡解説ボラ いただければ幸いです。

ンテイアとともに散策する「第2四平城宮跡ぶらり

ウオーク」を開催しました。約100名の参加者は背

空の下、 4.5人のグループに分かれ、ボランティア

の案内で1キロ凹方にわたる平織宮跡を一周して、

広大な自然と歴史ロマンを満喫しました。

これは、平減宮跡の魅力を多くの人に知ってもら

うことや、平成11年度から実施している平城宮跡解

説ボランティ 7事業をより積極的に推進する目的

で、昨年12月に引き続いて企画したものです。参加

者は 「解説してもらうことで、当時の様子を想像し

ながら散策できて楽しかったJr見附らしがよくて
気持ちがいい」などー械に、平峨宮跡の自然と歴史

の重さに感動した様子でLた。

次回は秋に開催しますので、 9月頃に参加者の募

集をする干定です。

(文化財情報課)

i文化財情報の公開及ぴ見学情報
(飛鳥資料館)

春期特別展「遺跡を探る」

・会期 5月15日-7月I日

・開館時間 9 ∞-16: 30 (入館は16:00まで)
地中に!!Jlもれた遺跡の有無、あるいはその大き

さや性絡を、掘り起こすことなしに推定すること

は、遺跡の保護、調査に携わる者にとっては、基

本的在作業といえます。学術的調査を行おうとす

電貫探査

(第88回公開講演会)

・日時 6月16日 (土)13: 30-

場所平城宮跡資料館講堂

-定員先活2∞名

「復J立された束院庭問問楼」箱崎相I久

「よみがえる浄土世界 阿弥陀ゆ土院の発掘ー」

消野孝之

諜聴講無料

(現地説明会)

O興福寺中金堂発掘調査

日時 6月17EI (日)13: 30-

-場所 奈良市登大路町興編苛境内

01車原京左京七条一坊西南坪 (橿原市営住宅建設)
発掘調査

・日時 6月30日 (土)13: 30-
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